








































学や公的研究機関の結びつきは強くなった（Katz & Martin, １９９７; Inzelt, ２００４; 
Agrawal, ２００１; Rahm, １９９４）。企業においては，いかに既存の外部知識を吸収
しそれに新しい知見を付け加えるかというダイナミックな知の創出プロセス
が注目される（後藤・小田切，２００３；Nelson & Winter, １９８２）。
そしてこれらの効果を総合的に評価しようという実証研究も行われるよう
になった。例えばThursbyらは，米国とカナダをフィールドに産学連携活動に
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